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資料 1 流域の概要について 
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熊野川流域の概要熊野川流域の概要

近 畿 地 方 整 備 局
紀南河川国道事務所

１．１． 流域全体の概要流域全体の概要
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①① 流域の地形構成流域の地形構成

流域面積 ２，３６０ｋm2

山地面積 ２，３０３km2 

（97.6％）

平地面積 １４km2

（0.6％）

水域等 ４３km2

（1.8％）

幹線流路延長： １８３ｋｍ

熊野川

流域

北山川

２

①① 流域の地形構成流域の地形構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

九頭竜川

由良川

大和川

紀の川

熊野川

近畿

山地

平地

流域の地形構成の比較

３



1-3

山山 地地

河河 川川

十津川溪谷

北山川

↓

熊野川本川

へ流入

①① 流域の地形構成流域の地形構成

東 部：台高山地

中央部：大峯山脈

西 部：伯母子山地
お ば こ

４

台高山地

大峯山脈

伯母子山地

十津川溪谷
北山川

熊野灘熊野灘

熊野川

大台ヶ原

凡 例

海

0～100m

100～200m

200～400m

400～1000m

1000～4000m

北 部：秩父古生層
中央部：四万十累層群
南 部：熊野酸性岩類

熊野層群

①① 流域の地形構成流域の地形構成

流域の地質構成

５
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②② 流域の市町村流域の市町村
流域内市町村：３市７町８村

新：紀宝町
紀宝町

中辺路町
新：田辺市へ

本宮町

下北山村

上北山村
天川村

大塔村

野迫川村

十津川村

御浜町

紀和町

熊野市

鵜殿村

尾鷲市

北山村

那智勝浦

町

熊野川町

新宮市

市町村名

単独

単独三

重

県

新：新宮市

単独
新：天川黒滝村へ

新：五條市へ

単独

単独

単独奈

良

県

新：熊野市

単独

単独

和

歌

山

県

市町村合併の動き県

三重県

奈良県

和歌山県飛び地

和歌山県

太平洋

天川村

大塔村
野迫川村

十津川村

北山村

本宮町

紀和町

紀宝町

熊野川町

新宮市

上北山村

熊野市

鵜殿村
熊野川
市
田
川

相
野
谷
川

熊
野
川

北
山
川

熊野川

熊

野

川

下北山村

川上村

下北山村

御浜町

中辺路町

那智勝浦町

尾鷲市

６

流域内人口：約 52,000人

5151,724,724

1010,760,760

99,831,831

3131,133,133

流域内流域内人口人口
（人）（人）

計計

奈良県奈良県

三重県三重県

和歌山県和歌山県

平成12年 国勢調査より

県別流域内人口比率

和歌山県
60%

奈良県
21%

三重県
19%

和歌山県

三重県

奈良県

熊野川流域１８市町村の流域内の人口を集計
和歌山県（新宮市、熊野川町、本宮町、那智勝浦町※、中辺路町※、北山村）

三重県（熊野市、尾鷲市※、紀宝町、紀和町、御浜町、鵜殿村※）
奈良県（十津川村、下北山村、上北山村、野迫川村、大塔村、天川村）

※：流域内に住民が住んでいない市町村を示す

②② 流域の市町村流域の市町村
流域内人口

７
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②② 流域の市町村流域の市町村

流域内人口の推移

0
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70,000

80,000

90,000

100,000

昭
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成
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成
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平
成
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口
　
（
人
）

人口

51,72451,724H12H12年年

55,06455,064H7H7年年

59,08859,088H2H2年年

64,39964,399S60S60年年

73,12973,129S50S50年年

90,82890,828S40S40年年

流域内流域内

人口（人）人口（人）

年年

国勢調査より

＜流域内人口＞

熊野川流域１８市町村の流域内の人口を集計

和歌山県（新宮市、熊野川町、本宮町、那智勝浦町※、中辺路町※、北山村）
三重県（熊野市、尾鷲市※、紀宝町、紀和町、御浜町、鵜殿村※）

奈良県（十津川村、下北山村、上北山村、野迫川村、大塔村、天川村）
※：流域内に住民が住んでいない市町村を示す

流域内人口の推移

８

十津川村の人口比率推移
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②② 流域の市町村流域の市町村

紀宝町＋鵜殿村の人口比率推移
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新宮市の人口比率推移
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新宮市、紀宝町、鵜殿村、十津川村の人口構成は高齢化が進行
しています。
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②② 流域の市町村流域の市町村

8 .8% 23.6% 6 7.6 %

11.2% 2 5.1% 63.7%

12.3% 2 5.8 % 61.8%

1 8.5 % 23.6% 57.9%

1 8.3 % 24.0% 57.8%

2 1.8 % 2 7.0 % 51.2%

29 .1% 2 1.6 % 49.3%

39.9% 19 .7% 40.4%

0% 50% 100%

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

第１次産業

第２次産業

第３次産業

農林水産業からサービス産業へと産業構造が変化しています。農林水産業からサービス産業へと産業構造が変化しています。

熊野川流域18市町村の産業別就業者数を集計

和歌山県（新宮市、熊野川町、本宮町、那智勝浦町、中辺路町、北山村）
三重県（熊野市、尾鷲市、紀宝町、紀和町、御浜町、鵜殿村）

奈良県（十津川村、下北山村、上北山村、野迫川村、大塔村、天川村）

産業構造の変遷

国勢調査より

１０

③③ 流域の気候流域の気候

(2000河川便覧）流域の降雨比較図

(1961～1990の平均値 気象台資料）
7月の降水量分布状況（全国）

１１

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

熊野川 紀の川 大和川 淀川 加古川 揖保川 九頭竜川 由良川 円山川

流域内年平均降水量　（㎜）
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③③ 流域の気候流域の気候

(1961～1990の平均値 気象台資料）

大台ケ原山頂

（H16年3月撮影）

年間降水量分布状況（近畿）

１２

⑤⑤ 流域の気候（３）流域の気候（３）

定量観測半径
（120ｋｍ）

③ 流域の気候 １３

レーダー雨量観測所
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雨量観測所雨量観測所

③ 流域の気候

桐原

平尾井

新宮

小口

大沼
平谷

小坪瀬

九尾

虻峠

天辻
柞原

猿谷ダム
篠原

川迫

川原樋

大台ヶ原

薬師平

天ヶ瀬
神童子

前鬼

竹ノ平

大久保

湯屋

中八人山三浦峠

伯母子山
池原ダム

坂本ダム

七色ダム

小森ダム
二津野ダム

風屋ダム

国土交通省管理観測所
他機関管理観測所

１４

雨量観測所

④④ 流域の河道形態流域の河道形態

熊野川は両岸に山が迫り平野部がほとんどない、非
常に勾配の急な河川です。

②中流部（本宮町）

①上流部（猿谷ダム付近）

③河口部（新宮市、紀宝町、鵜殿村）

１５
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上流域

中流域

下流域

④④ 流域の河道形態流域の河道形態

①

②
③

北山川北山川熊野川熊野川

流域

１６

凡 例

吉野熊野

国立公園

高野龍神
国定公園

出典：

・日本の自然保護地域
http://www.biodic.go.jp/jpark/jpark.html

・和歌山県の自然公園

（和歌山県環境生活総務課 H15年3月）

⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境

自然公園等の指定状況

１７
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⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境 １８

流域

熊野川

北山川

大峯山脈
(1300～1900m級)

大台ヶ原
(1700m級)

⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境
流域の植物

トガサワラ

３つの気候帯によって、変化に富む植物相が見られます。

オオヤマレンゲ シラビソ

出典 トガサワラ：中村木材HPより

オオヤマレンゲ：村上顕裕氏HPより
シラビソ：耕納喜男氏HPより

１９
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出典：2000年世界農林業
センサス

⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境
流域の森林の状況（流域関連市町村）

注）流域内の18市町村の
面積を集計

森林野面積：
森林に森林以外の

草生地を加えた面積

２０

森林野面積の占める割合（％）

91.9

1.4 6.7

森林野面積

耕地面積

その他

森林における林種の内訳（％）

60.0

36.0

1.3

2.5
0.2

人工林（針葉樹）

人工林（広葉樹）

天然林（針葉樹）

天然林（広葉樹）

竹林・その他

出典：第２回自然環境保全基礎調査

⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境

中流部～下流部：

熊野杉 、吉野杉で知られるスギ 、

マツの人工針葉樹

十津川筋：

シイ ・カ シ林、カ シ類混交林

北山川筋：

主にスギ 、ヒノキ

上流部：

ブナ等を主とする落葉広葉樹林

特 徴

熊
野
川

北
上
川

熊
野
川
（十
津
川
）

流域の林相流域の林相

スギ・ヒノキ

スギ・ヒノキ

シイ・カシ林等
シイ・カシ林等

ブナ林・

落葉広葉樹林

２１
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⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境
流域の動物

ニホンカモシカ イヌワシ

オオダイガハラ
サンショウウオ

イワナ（キリクチ）

出典

ニホンカモシカ：TBSインパク・生物図鑑HP

イヌワシ：http://www.wnn.o r.jpより

イワナ：琵琶湖博物館HP・仮想見学ツアー

オオダイガハラサンショ ウウオ：和歌山県・環境

生活総務課・保全上重要なわかやまの自然

豊かな自然に恵まれた熊野川流域には、ニホンカモシカやイヌワシ、イワ

ナ等の貴重な生物が生息しています。

２２

⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境

①水源地（大台ヶ原）の山並
②十津川峡の砂礫帯

⑥瀞八丁（国指定天然記念物）

郷土史資料辞典 和歌山県 ・人文社 、その他

人のあまり入り込んでいない熊野川流域には、数多くの
美しい自然景観が残されています。

④熊野川と神倉山

③川湯温泉

⑤みたらい渓谷

２３

自然景観自然景観
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⑤⑤ 流域の自然環境流域の自然環境

熊野川
北山川

②

①

⑥

③

十津川峡

大台ケ原

川湯温泉

神倉山 ④

瀞峡

流域 ⑤
みたらい渓谷

２４

⑥⑥ 流域の史跡流域の史跡

③徐福公園（新宮市）

①熊野本宮大社 ②熊野速玉大社

古い歴史を有する熊野川流域には、熊野本宮大社、熊野速玉大社等の史跡があり
ます。

④平維盛歴史の里

２５
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⑥⑥ 流域の史跡流域の史跡

熊野川熊野川

北山川北山川

①

③
②

熊野本宮大社

熊野速玉大社

徐福公園

流域

④
平維盛歴史の里

２６

⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境

紀伊山地は、神話の時代から神々が鎮まる特別な地域と考えられていました。中

国伝来の「仏教」も、紀伊山地の山々を「浄土」に見立て、山岳修行の舞台としました。
その結果、それぞれの起源や内容を異にする「吉野・大峯」、「熊野三山」、「高野山」

の三つの「山岳霊場」とそこに至る参詣道「熊野参詣道」「高野山町石道」「大峯奥駈
道」が生まれました。

熊野古道（紀伊山地の霊場と参詣道）

参詣道 大峯山の行者
撮影：楠本弘児

２７
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⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境
熊野本宮大社

熊野川

本宮大社

参詣道は徒歩を原則としていましたが、本宮～新宮

の往復には熊野川の舟運が利用されました。熊野
川は単なる水上交通路ではなく、他に類をみない

「川の参詣道」として文化的に貴重なものだと考えら
れます。

一遍上人絵伝
川の古道「熊野川」

撮影：楠本弘児
「日本の原郷 熊野川」 梅原猛

２８

川の参詣道「熊野川」

⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境

観光観光
瀞峡において観光筏下りやウォータジェット船など観光利用が盛んに
行われています。

筏下り写真：昭文社「旅王国・南紀 伊勢・志摩」より

①観光筏下り ②ウォータージェット船

２９
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⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境 ３０

観光観光

熊野川 北山川

②

①
観光筏下り

流域

ウォータージェット船

⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境
熊野川筏流し熊野川筏流し

かつての熊野川の利用

筏風景、川原町写真：郷土出版社

「目で見る 新宮・熊野の100年」より

②筏風景 （紀宝町成川 ）

③川原町 （新宮市相筋 ）

①筏流し

十津川村教育委員会提供 （十津川村玉垣内）
たまがいと

３１
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⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境

熊野川
北山川

②

①

筏風景

筏流し

流域

③川原町

３２

熊野川筏流し熊野川筏流し

⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境

砂利採取の状況

（熊野川町東屋敷付近）

砂利採取が行われている川原

砂利採取

３３
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⑦⑦ 流域の社会環境流域の社会環境

熊野川 北山川

流域

本宮町

熊野川町

３４

砂利採取

２．熊野川の災害について２．熊野川の災害について

３５
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①① 過去の水害過去の水害

浸水面積105ha、床上浸水31戸、床下浸水11戸台風11号平成16年８月

全半壊18戸、浸水面積280ha、床上浸水205戸、
床下浸水365戸

台風19号平成2年9月

浸水面積2741ha、床上浸水594戸、
床下浸水2,084戸

台風10号昭和57年8月

浸水面積1,771ha、床上浸水378戸、
床下浸水1,052戸

台風26号平成6年9月

浸水面積3,821ha、床上浸水40戸、
床下浸水80戸

台風９号平成9年7月

浸水面積130ha、床上浸水42戸、床下浸水7戸台風10号平成15年8月

浸水面積1701ha、床上浸水71戸、床下浸水29戸台風11号平成13年8月

死者・行方不明5名、全半壊466戸、
床上浸水1,152戸、床下浸水731戸

伊勢湾台風昭和34年9月

死者175人 流失・全壊1,017戸、半壊504戸台風と前線
明治22年8月
(十津川大水害）

被害状況降雨成因発生年月日

代表的な災害と近年の災害
３６

①① 過去の水害過去の水害 ３７

代表的な災害と
近年の災害

明治22年8月洪水
（十津川大水害）

昭和34年8月
伊勢湾台風洪水

昭和57年,平成9年
市田川洪水

平成2,6,9,13,15,16年

相野谷川洪水

熊野川

北山川
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①① 過去の水害過去の水害

明治２２年８月
（十津川大水害）

出典：
・「新宮市史」

・「十津川郷」
西田正俊(S7.1 0発行)

山崩れ・湛水箇所

十津川村

約５３０戸

１９４戸

半壊家屋

被害状況（十津川村 ）

全壊家屋

８２３戸流失家屋

１７５名死 者

山腹崩壊箇所

山腹崩壊による湛水区域

熊野川

熊

野

川

３８

①① 過去の水害過去の水害
明治２２年８月（十津川大水害）

湛水湖の状況

降雨は3日3晩降り続き、山崩れの箇所は1000箇所以上に及び、その土砂は谷を
埋め各地で湛水湖が出現しました。

＜明治22年＞
十津川大水害時の山腹等崩壊箇所

３９
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①① 過去の水害過去の水害
昭和３４年９月（伊勢湾台風）

７３１戸床下浸水

１１５２戸床上浸水

２９９戸半 壊

１６７戸流失・全壊

５名死 者

被 害 状 況

紀宝町成川

熊野川

熊野川町

４０

旧小口中学校校舎

矢渕中学校付近

出典：和歌山県災害史、十津川村史

①① 過去の水害過去の水害

昭和57年8月（台風10号） 平成9年7月（台風9号）

市田川周辺の浸水被害の状況

2,455戸

床上・

床下浸水

市田川被害状況

1,011戸

床上・

床下浸水

市田川被害状況

４１
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①① 過去の水害過去の水害

相野谷川周辺の浸水被害の状況
平成2年9月（台風19号）

200ha浸水面積

33戸床下浸水

46戸床上浸水

相野谷川被害状況

7戸床下浸水

130ha浸水面積

42戸床上浸水

相野谷川被害状況

平成15年8月（台風10号）

台風台風1111号号平成平成1616年年88月月

台風台風1111号号平成平成1313年年88月月

台風台風1010号号平成平成1515年年88月月

台風９号台風９号平成平成99年年77月月

台風台風2626号号平成平成66年年99月月

台風台風1919号号平成平成22年年99月月

平成元年以降の相野谷平成元年以降の相野谷
川周辺の浸水被害川周辺の浸水被害

４２

周辺は津波による被害が大きかったが、新宮市は
地震動による倒壊家屋が多く、元町あたりから火が

出て大火となり、焼失家屋が2,398戸に及んだ。

南海地震

1946年

新宮市で家屋全壊100戸、半壊134戸、死者６名を

出した。新宮方面は周辺に比べて地震動が大きく、
局部的には震度６で、熊野神社の灯籠の大部分が

倒壊した。

東南海地震

1944年

12月24日、潮岬の南西50㎞の南海道沖で地震が

発生し、津波は熊野川河口より侵入し、鼻上（現在の
御船島付近）まで達した。町内には、倒壊した家屋、

出火などもあった。

安政南海地震

1854年

12月23日、東海道沖で地震と津波が起こり、大き

な被害を受けた。

安政東海地震

1854年

新宮城下で民家184戸が倒壊し、死者18人を出した。宝永地震

1707年

被 害 状 況地 震 名

主な地震被害

②② 過去の地震過去の地震

和歌山県災害史、熊野災害編年史による被災記録より

４３
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4000mm

3200mm

②② 過去の地震過去の地震
地震の後、延焼した新宮市

1946年南海地震

新宮市提供

４４

4000mm 3600mm

②② 過去の地震過去の地震

3.03.04.14.14.54.5浦神浦神

2.02.04.04.0226666～～77勝浦勝浦
那智勝浦町那智勝浦町

1.21.22.42.4三輪崎三輪崎

3.53.5熊野地熊野地

2.02.022新宮新宮

新宮市新宮市

1.51.5鵜殿鵜殿鵜殿村鵜殿村

3.53.555～～6655～～66大泊大泊

3.03.06.06.0101088～～1010新賀新賀
熊野市熊野市

4.54.55.35.36.46.444～～55曽根曽根

5.55.59.09.077～～9.69.688～～99賀田賀田

2.02.05.05.066～～8888～～1010尾鷲尾鷲

尾鷲市尾鷲市

南海南海

19461946

東南海東南海

19441944

安政南海安政南海

18541854

安政東海安政東海

18541854

宝永宝永

17071707
地名地名市町村名市町村名

熊野灘沿岸の津波高さ

（単位：T.P. m）

日本被害津波総覧を参考に作成

４５
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東南海地震の地震発生確率東南海地震の地震発生確率

今後30年以内の東南海
地震の発生確率は50％
です。

（中央防災会議資料より） 東南海地震の震源域

熊野川河口

南海地震の震源域

東海地震の震源域

147年

102年

90年92年

57年 59年
149年

50％程度今後30年以内

20％程度今後20年以内

10％程度今後10年以内

発生確率区 分

③③ 南海・東南海地震南海・東南海地震 ４６

３．３． 熊野川の利水について熊野川の利水について

４７
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①① 利水状況利水状況

水量の比較

0

20

40

60

80

100

120

豊水量 平水量 低水量 渇水量

（
m
3
/ｓ
） 熊野川

紀の川

大和川

熊野川の水量比較熊野川の水量比較 平成平成1313年の流況年の流況 河川便覧より河川便覧より

一年通じて355日は下回らない流量渇水量

一年通じて275日は下回らない流量低水量

一年通じて185日は下回らない流量平水量

一年通じて95日は下回らない流量豊水量

４８

①① 利水状況利水状況

熊野川中流部でみられる瀬切れのようす熊野川中流部でみられる瀬切れのようす

つち ご や

本宮町土河屋付近

４９
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①① 利水状況利水状況

取水施設
の位置

紀宝町
鵜殿村
水道用水

５０

馬堰用水

峯田用水

紀州製紙
工業用水

上水道

工業用水

農業用水

浄化用水

用水取水箇所

水位観測所

熊野川においては、
水道用水や工業用水
等の取水が行われて
います。

市田川浄
化用水

新宮市水道

①① 利水状況利水状況

2.0002.000合計合計

2.0002.000紀州製紙紀州製紙工水工水

0.4380.438合計合計

0.3470.347新宮市水道新宮市水道

0.09090.0909紀宝町鵜殿村水道紀宝町鵜殿村水道上水上水

水利権量（水利権量（m3/m3/ｓｓ))取水者取水者区分区分

〃〃合計合計

〃〃峯田用水峯田用水

慣行水利のため不明慣行水利のため不明馬堰用水馬堰用水農水農水

水利権量（水利権量（m3/m3/ｓｓ))取水者取水者区分区分

1.01.0合計合計

0.70.7浮島川浮島川

0.30.3市田川市田川浄浄 化化

用用 水水

取水量（取水量（m3/m3/ｓｓ ))流入先流入先区分区分

熊野川

相野谷川

取水施設

浄化施設 熊野川

５１
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②② 流域の発電所流域の発電所

発電所位置図

熊野川流域の主な発電所

⑤

⑦

⑥

④
③

②

①

⑧

⑨

⑩猿谷ダム

⑤

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

猿谷ダム

雨量観測所

５２

②② 流域の発電所流域の発電所

５．４

－

２．５

１．８

１．２

２０．９

１９．８

１６．７

６．８

１９．５

１６．６

常時水利権量

（ /ｓ）

２２.０

２８８

１６.７
７.５
６.２
７４

１４０

３４２

２１

７５

６０

最大水利権量

（ /ｓ）

９発電所その他

瀬戸ダム、旭ダム⑩奥吉野発電所

猿谷ダム（※流域外放流）⑨西吉野第一発電所

九尾ダム⑧和田発電所

川迫ダム⑦川合発電所

小森ダム⑥小森発電所

七色ダム⑤七色発電所

池原ダム④池原発電所

坂本ダム（※流域外放流）③尾鷲第一発電所

二津野ダム②十津川第二発電所

風屋ダム①十津川第一発電所

備考

取水ダム名

水利使用の名称

熊野川流域のダム等で取水された水は、水力発電に利用されます。

５３
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③③ 流域のダム流域のダム

ダム位置図

①②③

④

⑤

⑥
⑦ ⑧
⑨

⑩
⑪

熊野川流域にはダムが11箇所あり、そのすべてが発電ダムです。
この中で猿谷ダムだけが国土交通省が管理するダムです。

猿谷ダム

⑤

⑦

⑥

④

③

②

①

⑧

⑨
⑩
⑪

猿谷ダム

⑤

５４

③③ 流域のダム流域のダム

猿谷ダム管理区間③③猿谷ダム（国土交通省）猿谷ダム（国土交通省）

猿谷ダム

大臣管理区間

大臣管理区間

紀の川へ

熊野川下流へ

猿谷ダム管理支所

大臣管理区間

５５
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③③ 流域のダム流域のダム

④④風屋ダム風屋ダム
（電源開発）（電源開発）

⑤⑤二津野ダム二津野ダム

（電源開発）（電源開発）

②②九尾ダム九尾ダム

（関西電力）（関西電力）

①①川迫ダム川迫ダム

（関西電力）（関西電力）

熊野川熊野川 （十津川筋）のダム（十津川筋）のダム

⑥⑥瀬戸ダム瀬戸ダム

（関西電力）（関西電力）

⑦⑦旭ダム旭ダム
（関西電力）（関西電力）

５６

③③ 流域のダム流域のダム

⑧⑧坂本ダム坂本ダム
（電源開発）（電源開発）

⑨⑨池原ダム池原ダム

（電源開発）（電源開発）

⑩⑩七色ダム七色ダム

（電源開発）（電源開発）

⑪⑪小森ダム小森ダム

（電源開発）（電源開発）

北山川筋のダム北山川筋のダム

５７
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４４．． 熊野川の水環境について熊野川の水環境について

５８

①① 水質調査の概要水質調査の概要

水質調査地点

下流直轄区間においては、以下の3箇所で水質調査が行われ
ています。

５９

合流点

合流点

2.3km

河口又
は合流
点からの
距離

市田川

熊野川

熊野川

河川名

S45.5
熊野
大橋

S48.4 
市田川
河口

S48.4
熊野川
河口

調査開
始年月

調査

地点

熊野大橋

熊野川河口

市田川河口

：水質調査地点
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①① 水質調査の概要水質調査の概要

１．５１．５mg/ lmg/ l

全国１１９位全国１１９位

近畿１２位近畿１２位

１．８１．８mg/ lmg/ l

全国１４４位全国１４４位

近畿１３位近畿１３位

１．１１．１mg/ lmg/ l

全国１１２位全国１１２位

近畿９位近畿９位

紀の川紀の川

３．９３．９mg/ lmg/ l

全国１６３位全国１６３位

相当相当

４．６４．６mg/ lmg/ l

全国１６４位全国１６４位

相当相当

４．８４．８mg/ lmg/ l

全国１６５位全国１６５位

相当相当

市田川市田川

０．８０．８mg /lmg /l

全国４３位全国４３位

近畿３位近畿３位

０．７０．７mg /lmg /l

全国２８位全国２８位

近畿２位近畿２位

１．０１．０mg /lmg /l

全国９５位全国９５位

近畿６位近畿６位

熊野川熊野川

５．３５．３mg/ lmg/ l

全国１６６位全国１６６位

近畿１７位近畿１７位

Ｈ１５Ｈ１５

５．６５．６mg/ lmg/ l

全国１６５位全国１６５位

近畿１７位近畿１７位

Ｈ１３Ｈ１３

５．５５．５mg/ lmg/ l

全国１６５位全国１６５位

近畿１７位近畿１７位

Ｈ１４Ｈ１４

大和川大和川河川名河川名

水質現況（ＢＯＤ）の比較

※ BODの値は、測定値の平均を示す。

６０

①① 水質調査の概要水質調査の概要

水質の状況（ＢＯＤ水質の状況（ＢＯＤ7575％値）％値）

0.1

1.0

10.0

100.0

1
9
7
5

年

1
9
7
6

年

1
9
7
7

年

1
9
7
8

年

1
9
7
9

年

1
9
8
0

年

1
9
8
1

年

1
9
8
2

年

1
9
8
3

年

1
9
8
4

年

1
9
8
5

年

1
9
8
6

年

1
9
8
7

年

1
9
8
8

年

1
9
8
9

年

1
9
9
0

年

1
9
9
1

年

1
9
9
2

年

1
9
9
3

年

1
9
9
4

年

1
9
9
5

年

1
9
9
6

年

1
9
9
7

年

1
9
9
8

年

1
9
9
9

年

2
0
0
0

年

2
0
0
1

年

2
0
0
2

年

2
0
0
3

年

2
0
0
4

年

B
O
D
 7
5
%
値
(m
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L

熊野大橋

市田川河口

市田川基準

熊野川基準

熊野川　環境基準　２mg/L以下

市田川　環境基準　10mg/L以下

※BOD75％値：測定値を小さい順に並べその全体数の75％に
あたる順番のBOD値

６１
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①① 水質調査の概要水質調査の概要

水質の状況（ＳＳ）水質の状況（ＳＳ）
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熊野大橋

市田川河口

熊野川基準

市田川　環境基準

　　ゴミ等の浮遊が認められないこと
熊野川　環境基準　25mg/L以下

６２

SS：水中に浮遊する物質の量をいい、数値が大きいほど
水質汚濁が著しい。

②② 水質の状況水質の状況

市田川の水質事故発生状況

水質事故対応（平成１３年６月４日）

オイルフェンスの設置と
ひしゃくによる汲み上げ

油流出状況

６３
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1988.10.20 南紀州新聞

2004.6.26 南紀州新聞

濁水の長期化

②②水質の状況水質の状況 ６４

②②水質の状況水質の状況

平成１５年８月 北

山
川

熊

野
川

濁水流下状況（熊野川と北山川の合流点）

熊

野
川

北

山
川

平成１６年８月

６５
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５．５． 熊野川の河川利用について熊野川の河川利用について

６６

①① 河川利用の現状河川利用の現状

熊野川は、憩いの場として様々に利用されています。
水遊び散策

ジェットスキー

６７

釣り
漁業
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６．直轄管理区間の概要６．直轄管理区間の概要
（下流区間）（下流区間）

６８

流域図

①① 社会環境社会環境 ６９

直轄管理区間関係市町村

（下流区間）
和歌山県 新宮市

三重県 紀宝町
鵜殿村

（１市１町１村）

和歌山県

三重県

奈良県

猿谷ダム

直轄管理区間
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①① 社会環境社会環境

33,133新宮市新宮市和歌山県和歌山県

7,940紀宝町紀宝町三重県三重県

4,884鵜殿村鵜殿村

45,957合合 計計

市町村市町村 人口人口((人人))県県

直轄区間関連市町村人口

新宮市

紀宝町

鵜殿村

相
野
谷
川

熊
野
川

三重県

和歌山県

市
田
川

＜直轄管理区間＞

熊野川 5.0km

相野谷川 5.7km

市田川 2.0km

合 計 12.7km

平成12年 国勢調査より

７０

①① 社会環境社会環境

直轄区間内市町村人口の推移は減少傾向となっています。

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

合計

新宮市

紀宝町

鵜殿村

平成12年平成2年昭和60年昭和50年昭和40年

人口の推移

人
口
（
人
）

７１

人口の推移
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①① 社会環境社会環境

産業構造の変遷

農林水産業からサービス産業へと産業構造が変化しています。農林水産業からサービス産業へと産業構造が変化しています。

6.8% 2 3 .6 % 6 9 . 6 %

1 0 . 4 % 2 5 . 7 % 6 4 . 0 %

1 3 . 0 % 2 2. 3 % 6 4. 8 %

2 0 . 7 % 2 4 . 6 % 5 4 . 7 %

32 . 5 % 2 1. 5 % 45 . 9 %

0 % 5 0% 1 00 %

平 成12年

平 成2年

昭 和60年

昭 和50年

昭 和40年

第 一次産業

第 二次産業

第 三次産業

注）割合は、新宮市、紀宝町、鵜殿村の産業別就業者数の合計値を基に算定

７２

熊野川（河口より上流側を望む）

② 河川の現況

①① 河川の現況河川の現況

（１）（１）
熊
野
川

市田川

相野谷川

新宮市

紀宝町

鵜殿村

７３
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熊野川の河口では、平常時に砂州が発達し河口閉塞しては、
出水時に流出することを繰り返しています。

平成１０年５月（平常時）

河口砂州

②② 河川の現況河川の現況

平成９年７月（台風９号出水）

７４

支川相野谷川（下流区間）

②② 河川の現況河川の現況

相
野
谷
川

紀
宝
町

７５

鮒田水門
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支川相野谷川（上流区間）

②② 河川の現況河川の現況

相
野
谷
川

紀
宝
町

７６

②② 河川の現況河川の現況

支川市田川（下流区間）

新
宮
市

市
田
川

市田川排水機場

紀勢本線

７７
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新
宮
市 市

田
川

JR紀勢本線

熊野川

②② 河川の現況河川の現況

支川市田川（上流区間）

７８

③③ 地形特性地形特性

熊野川本川
（河口付近）

横断図位置図

AA

新
宮
市

紀
宝
町

鵜
殿
村

７９



1-41

熊
野
川

市
田
川

紀
勢
本
線

市
田
川

市
田
川

神
内
川

紀
勢
本
線

国
道
４
２
号

③③ 地形特性地形特性

地形横断図 A ー A 断面

熊野川本川（河口付近）の地形

新宮市や鵜殿村の地盤の高さは、熊野川の洪水時の水位より
低い位置にあります。

８０

④④ 自然環境自然環境

熊野川の生息生物

８１
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④④ 自然環境自然環境

相野谷川の生息生物

８２

④④ 自然環境自然環境
生息生物調査の結果

熊野川においては平成２年度より毎年直轄区間（下流部）を中心に生物調査を
実施しています。

調査は各種類の中から毎年１～２種類を対象に順次行われています。

２目 ４科 ８種爬虫類爬虫類

２目 ３科 １０種両生類両生類

１３０科 ６５３種植植 物物

２１目１９９科１００１種昆虫類昆虫類

２目 ４科 ８種爬虫類爬虫類

１５目 ３５科 １０６種鳥鳥 類類

４目 １０科 １５種哺乳類哺乳類

２４目 ７４科 １３７種底生生物底生生物

１０目 ２２科 ５３種魚魚 類類

備考備考確確 認認 種種種類種類

平成2年～15年度

水辺の国勢調査より

８３
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④④ 自然環境自然環境

特定種の概要（魚類・底生生物）

スナヤツメ

カワスナガニ

メダカ

アカザ

カワスナガニ、ヒメホソサナエ

スナヤツメ、メダカ、アカザ

種類

レッドデータブックで希少種底生生物

レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類種魚類

備 考種別種別

平成2年～15年度 水辺の国勢調査より

フィールド総合図鑑「川の生物」リバーフロント整備センター編

８４

④④ 自然環境自然環境

特定種の概要（その他）

マガン ヒシクイ オオタカ ハヤブサ

国内希少野生動物種オオタカ、ハヤブサ

レッドリストで絶滅危惧種クロツラヘラサギ、トモエガモ、ナベ

ヅル、アカアシシギ、ホウロクシギ

レッドリストで絶滅危惧種カワゼンゴ、タコノアシ、ドロニガナ、

ヌカボタデ、マツバラン、キクシノブ

植物

国指定天然記念物マガン、ヒシクイ鳥類

レッドデータブックで準絶滅危惧種ニホンヒキガエル、ヤマアカガエル両生類

備考備考種類種類種別種別

平成2年～15年度 水辺の国勢調査より

山渓カラー名鑑「日本の野鳥」山と渓谷社

８５
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⑤⑤ 親水活動・イベント親水活動・イベント
人と川との関わり

８６

新宮市

紀宝町

鵜殿村

相
野
谷
川

熊野川

三重県

和歌山県

御船祭

市
田
川

熊野速玉大社

相野谷川子ども
夏まつり

⑤⑤ 親水活動・イベント親水活動・イベント
御船祭

古くからの熊野速玉大社の例祭で、宮司が神霊を神幸船に移し、
斎主船、諸手船、早船とともに熊野川をのぼる行事です。
合図とともに競漕が始まり、御船島の左から３周します。その後、
神輿を奉じ、祭典が行われます。

（和歌山県無形文化財）

８７
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⑤⑤ 親水活動・イベント親水活動・イベント

相野谷川子ども夏まつり

主催：紀宝町・紀宝町青少年町民会議・国土交通省紀南河川道路事務所

魚すくい

河川愛護パネル展示

カヌー教室

毎年相野谷川で開催される子供夏祭りでは、魚すくいやカヌー
教室等の催しが開催され多くの人が川と親しんでいます。

８８

７．直轄管理区間の概要７．直轄管理区間の概要
（猿谷ダム区間）（猿谷ダム区間）

８９
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流域図

①① 社会環境社会環境

直轄管理区間関係市町村
（猿谷ダム区間）
奈良県 大塔村

天川村
野迫川村
（３村）

和歌山県

三重県

奈良県

９０

3,6993,699合合 計計

2,1042,104天川村天川村

783783野迫川村野迫川村

812812大塔村大塔村奈奈
良良
県県

人口（人）人口（人）村村県県

流域関連市町村人口

① 社会環境

＜直轄管理区間延長＞
熊野川 8.61 km
川原樋川 0.23 km
中原川 1.68 km
池津川 0.36 km
合計 10.88 km

平成12年国勢調査より

直轄管理区間

熊

野
川

熊野川流域
猿谷ダム

池津川取水堰堤

川原樋川取水堰堤

紀の川流域

奈良県中原川

熊
野

川

川原樋川

池

津
川

９１
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②②猿谷ダムの機能と役割猿谷ダムの機能と役割
水不足で悩む大和平野への導水のため、十津川・紀の川総合開水不足で悩む大和平野への導水のため、十津川・紀の川総合開
発計画が策定され、その一環として猿谷ダムが昭和３３年に建設発計画が策定され、その一環として猿谷ダムが昭和３３年に建設
されました。猿谷ダムは、大塔村に位置し、紀の川筋への農業用されました。猿谷ダムは、大塔村に位置し、紀の川筋への農業用
水の補給並びに水力発電を目的としています。現在では熊野川の水の補給並びに水力発電を目的としています。現在では熊野川の
下流の河川環境に配慮し、放流（維持流量の確保）も行っていま下流の河川環境に配慮し、放流（維持流量の確保）も行っていま
す。す。

猿谷ダム

９２

猿谷ダム

紀の川流域

紀の
川

大和平野へ分水大和平野へ分水

最大取水量最大取水量1 1.01 1.0  //ｓｓ

紀の川へ分水紀の川へ分水

最大取水量最大取水量1 6.71 6.7  //ｓｓ

熊

野

川

熊

野

川

熊野川流域熊野川流域

大和川流域

十津川・紀の川総合開発計画の概要

②②猿谷ダムの機能と役割猿谷ダムの機能と役割

猿谷ダムは、直接流域である熊野川（天の川）のみ

ならず、ダム下流の間接流域である川原樋川及び
その支川の池津川、大江谷、キリキ谷からも水路ト

ンネルによって導水し貯留しています。

猿谷ダムに貯留された水は、主に
阪本取水口から天辻分水トンネル

及び鉄管路によって分水され、西吉
野発電所において発電をしたのち、

紀の川筋の灌漑用水として利用さ
れています。

９３
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②②猿谷ダムの機能と役割猿谷ダムの機能と役割

猿谷ダムの諸元
流域面積 直接流域 ８２.８５ｋｍ２
最大分水量 １６．７ｍ３ /ｓ
熊野川維持流量 約１．０ ｍ３ /ｓ

猿谷ダム

重力式コンクリートダム
堤高 74m
堤頂長 170m
満水位 EL436m
最低水位 EL412m

湛水面積 1.0km2

総貯水容量 2,330万m3

間接流域 １３２.３３ｋｍ２
計画洪水流量 ２,０６０ｍ３/ｓ

９４

③③猿谷ダム流域の土地利用猿谷ダム流域の土地利用

猿谷ダム流域周辺の土地利用は天川村の一部に農業地域
がある他は、ほとんどが森林地域です。

出典：平成１５年８月奈良県土地利用基本計画図

熊

野
川

９５
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④④ダム湖の水質ダム湖の水質

平成２年、１３年、１６年の豪雨や台風により、大量の濁水が流
入し、ダム湖内の濁りが長期化したことから問題となりました。

９６

⑤⑤ダム流域の地形・地質についてダム流域の地形・地質について

弥
山
川

■上流域および本川沿いは浸食が多い

■中流域・中原川流域は比較的浸食が少ない

→ 土砂源が多いと推定される。

→ 土砂源が少いと推定される。

地形について

弥
山
川

東－西方向 模式地形断面図

９７
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⑤⑤ダム流域の地形・地質についてダム流域の地形・地質について

■上流域はチャート → ち密で風化に強く細粒化しにくい（岩質）

■中下流域は粘板岩・緑色岩→風化により細粒化しやすい（岩質）

チャート主体
（秩父帯）

砂岩粘板岩
緑色岩

（四万十帯）

中原川

山上川

弥
山
川

流域界

5万分の1 地質図「高野山」 ・「山上ヶ岳」（地質調査所）

地質について

９８

⑥⑥ダム周辺の観光利用状況ダム周辺の観光利用状況

猿谷ダム周辺施設の利用者数の推移は以下のとおりであり、近年の利用者猿谷ダム周辺施設の利用者数の推移は以下のとおりであり、近年の利用者
数は、２０万人以上となっています。数は、２０万人以上となっています。

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14

（
人

）

大塔村郷土館

ふれあい交流館

ちびっ子ゲレンデ

道の駅「吉野路大塔」

赤谷オートキャンプ場

プラネタリウム

大塔コスミックパーク「星の国」

ふれあい交流

館の開設

ダム湖周辺施設の利用者数の変遷

９９
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⑥⑥ダム周辺の観光利用状況ダム周辺の観光利用状況 １００

プラネタリウム（大塔コスミックパーク） 大塔村郷土館

天文台（大塔コスミックパーク） ふれあい交流館

８．８． 直轄管理区間の事業概要直轄管理区間の事業概要
（下流区間）（下流区間）

１０１
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①① 事業内容事業内容
代表的な災害と事業計画の概要

河川改修計画改定平成元年

昭和昭和5757年出水年出水

河川改修計画改定昭和54年

昭和昭和5050年、年、5454年出水年出水

河川改修計画策定昭和49年

右支川市田川直轄編入昭和47年

左支川相野谷川直轄編入昭和46年

新宮川水系工事実施基本計画策定昭和45年

一級河川指定（直轄編入）昭和45年

昭和昭和36,37,4336,37,43年出水年出水

小規模改修事業（三重県）昭和36年

小規模改修事業（和歌山県）昭和35年

昭和昭和3434年年99月月

（伊勢湾台風）（伊勢湾台風）

明治明治2222年十津川大洪水年十津川大洪水

１０２

①① 事業内容事業内容

鮒田水門
（S63～H8）

市田川水門・市田川排水機場
（S57～61、H9～12 ）

相野谷川改修
（～H12）
水防災対策
特定河川事業
（H13～H18（予定））

熊野川、相野谷川、市田
川においてこれまで進め
てきた事業もしくは現在
継続中の事業

熊野川高潮堤整備
（H12～15 )

熊野川の堤防強化
（H15～）

１０３

地震・津波対策
（H16～）

地震・津波対策
（H16～）

河川改修事業（継続）

河川改修事業（終了）
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②② 熊野川（直轄区間）の治水対策熊野川（直轄区間）の治水対策

高潮対策として、熊野川河口部の高潮堤の嵩上げおよび断高潮対策として、熊野川河口部の高潮堤の嵩上げおよび断
面の拡大を行いました。面の拡大を行いました。

熊野川下流右岸
（あけぼの地区）

熊野川高潮堤整備

１０４

右岸新宮市側の堤防が破堤すると、想定浸水面積は約右岸新宮市側の堤防が破堤すると、想定浸水面積は約330330ｈａ、ｈａ、
影響を受ける人口は約影響を受ける人口は約17,00017,000人に達します。人に達します。

②② 熊野川（直轄区間）の治水熊野川（直轄区間）の治水対策対策

熊野川堤防強化

１０５

新宮市

鵜殿村

紀宝町

凡 例

5m以上の区域

2.0～5.0m未満

1.0～2.0m未満

0.5～1.0m未満

0.5m未満

 

熊野川の堤防強化

（H15 ～）
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②② 熊野川（直轄区間）の治水熊野川（直轄区間）の治水対策対策

熊野川の堤防強化

現況断面
計画断面

＜堤防強化＞

 

熊野速玉大社

破堤した場合の洪水流
新熊野大橋
（国道42号）

堤防を強化し新宮市内への

洪水の流入を防ぎます。

全体計画区間

熊野川右岸で万一破堤
が起こると、新宮市の中
心市街地に大きな浸水被
害をもたらします。

堤防強化により破堤を
防ぐ事としています。
（継続中）

１０６

③③ 市田川の市田川の治水治水対策対策

昭和57年8月および平成９年７月の浸水被害を踏まえ、市田川水門、
市田川排水機場 を建設しました。

平成9年7月の台風の降雨を
想定した場合の被害

ポンプ
(17.1 /ｓ)

増設
5.1 /ｓ

増設水中ポンプ

2.0 /ｓ

既設

10.0  /ｓ ポンプ
(10 /ｓ)

ポンプ

(なし)

市田川排水機場市田川排水機場

市田川排水機場

１０７
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④④ 相野谷川の治水対策相野谷川の治水対策

相野谷川改修
（捷水路整備）

ほ場整備と調整し、河道を
直線化しました。

改修後
改修前

１０８

④④ 相野谷川の治水対策相野谷川の治水対策

相野谷川において、熊野川本川の洪水が流入するのを
防ぐ鮒田水門の改築を実施しました。

相
野

谷
川

改築前

相
野

谷
川

鮒田水門改築

改築後

１０９
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④④ 相野谷川の治水対策相野谷川の治水対策

水防災対策特定河川事業

築堤

大里地区

高岡地区

鮒田地区築堤

特殊堤

築堤

道路嵩上げ
道路嵩上げ

止水壁

近年、頻発する浸水被害に対
し、輪中堤・宅地嵩上げ・道路
嵩上げ等を効果的に組み合わ
せ、宅地の浸水被害の軽減を
図っています。 （継続中）

事業概要図

建設中の輪中堤（高岡地区）

１１０

⑤⑤ 水質改善対策水質改善対策

熊野川本川より熊野川本川より1.01.0  //ｓｓを導水し、市内の河川を経て市田川へ導水を導水し、市内の河川を経て市田川へ導水
し、水質の改善を図っています。し、水質の改善を図っています。

市田川浄化事業

施設概要

取水口、堤外導水路820m、
揚水機場、堤内導水路930m

堤内導水路

市田川 浮島川環境整備

事業（県）

市田川

1.0ｍ3/ｓ

0.3ｍ3/ｓ

浮島の森

市田川環境

整備事業

①

②

③

④

１１１

0.7ｍ3/ｓ
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⑤⑤ 水質改善対策水質改善対策

市田川浄化施設状況市田川浄化施設状況

① 取水口

② 浮島の森（天然記念物）

③ 浮島川（水路部）

④ 市田川ヘドロ浚渫

１１２

⑥⑥南海・東南海地震・津波対策南海・東南海地震・津波対策

水門の改造・補強
南海・東南海地震の発生後、約１０分で熊野川河口に津波が
到達すると推定されています。そのため水門の改造と補強を
行います（継続中）。
●津波到達時間内に水門を閉鎖できるようをゲート設備の改造
と補強を行い、遠隔及び自動制御化を図ります。
●南海・東南海地震による水門施設の操作の健全性を確保す
るため、水門の耐震補強を行います。
対象水門：市田川水門、鮒田水門

市田川水門 鮒田水門

１１３
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９．９． 直轄管理区間の事業概要直轄管理区間の事業概要
（猿谷ダム区間）（猿谷ダム区間）

１１４

①① ダム湖周辺の環境整備状況ダム湖周辺の環境整備状況

写真：大塔村ホームページ

自然環境との調和を図って好ましい「水と緑のオープンス
ペース」を提供するとともに、適正なダム管理を行うため、
ダム湖周辺の環境整備を実施中です。

ダム湖岸保護 H6～H7

ダム湖岸保護 H4～H5

ダム湖岸保護 S58～H9
ダム堤体右岸
ダム湖周辺環境整備

１１５

S57
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１０．１０． 熊野川において留意すべき事項熊野川において留意すべき事項

１１６

熊野川において留意すべき事項（まとめ）

◆治水に関すること

・ 日本有数の多雨地域、日本最大クラスの

洪水流量と懸念される甚大な浸水被害

・ 頻発する支川での浸水被害

・ 南海、東南海地震・津波の発生

◆全体に関すること

・ 流域人口の減少化・高齢化、減少する一次産業（林業等）

１１７

◆利水に関すること

・ 渇水のない豊かな流れと発生する瀬切れ

◆環境に関すること

・ 良好な自然環境と今後の保全

・ 期待が深まる世界遺産の川における歴史・文化を踏まえた人と川との関わり

・ 川砂利と河道や周辺海浜の状況

・ 濁水長期化問題（猿谷ダム他）
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１１．１１． 委員からの質問事項委員からの質問事項

１１８

H16H16台風被害台風被害

台風６号

相野谷川

高岡地区
床下浸水 １２戸

町道 相野口永田線 冠水 約２．０㎞

台風２３号
熊野川 市田川浄化施設
取水口・沈砂池 損傷（漏水）

台風１１号

相野谷川
高岡・大里地区

床上浸水 ３１戸 床下浸水 １１戸
県道 紀宝川瀬線 冠水 約０．１㎞

町道 相野口永田線 冠水 約２．０㎞

台風２１号

相野谷川
鮒田・高岡地区

県道 紀宝川瀬線 冠水 約０．１㎞
町道 相野口永田線 冠水 約２．０㎞

大里地区

高岡地区

熊野川

市
田
川

相
野
谷
川

鮒田
地区

市田川浄化用水取水口

④

①

②

③

平成16年度に発生した浸水被害等について（直轄区間） １１９



1-61

写真写真

②台風 ６号出水
（県道相野口永田線冠水 三重県紀宝町高岡 ）

相野谷川

③台風 １１号出水

（家屋浸水 三重県紀宝町高岡）

相野谷川

①台風 １１号出水

（田畑冠水 三重県紀宝町大里）

平成16年度に発生した浸水被害等について（直轄区間）

④台風１１号出水

（熊野川流況 三重県紀宝町成川 ）

熊野川

１２０

指定区間被害状況指定区間被害状況

和

●台風６号
和歌山県内 床上浸水 ７戸

床下浸水 ７戸

道路冠水 １箇所

●台風11号
和歌山県内 床上浸水 １１戸

床下浸水 １０戸

道路冠水 ６箇所

奈良県内 道路冠水 １箇所

三重県内 床上浸水 ５戸

床下浸水 ５戸

道路冠水 ３箇所

河岸洗掘

●台風21号
和歌山県内 道路冠水 １箇所

三重県内 床上浸水 ５戸

床下浸水 ２９戸

道路冠水 １箇所

●台風23号
和歌山県内 床上浸水 ９戸

床下浸水 ８戸

道路冠水 ５箇所

奈良県内 道路崩落

床下浸水 ３戸

①

②

③

平成16年度に発生した主な浸水被害等について（指定区間）

※その他 、公共施設被害多数

１２１
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出水状況出水状況

新宮川水系熊野川 県道高野辻堂線

③台風 23号出水（県道高野辻堂線崩落 奈良県大塔村）

①台風 11号出水（家屋浸水 和歌山県熊野川町日足 ）

②台風 11号出水（北山川河岸洗掘 三重県紀和町）

平成16年度に発生した主な浸水被害等について（指定区間） １２２

総雨量総雨量

年最大雨量経年変化図（総雨量 相賀地点上流域平均雨量）

0

100

200

300

400

500

600

700

S
2
9
S
3
0
S
3
1
S
3
2
S
3
3
S
3
4
S
3
5
S
3
6
S
3
7
S
3
8
S
3
9
S
4
0
S
4
1
S
4
2
S
4
3
S
4
4
S
4
5
S
4
6
S
4
7
S
4
8
S
4
9
S
5
0
S
5
1
S
5
2
S
5
3
S
5
4
S
5
5
S
5
6
S
5
7
S
5
8
S
5
9
S
6
0
S
6
1
S
6
2
S
6
3
H
 1
H
 2
H
 3
H
 4
H
 5
H
 6
H
 7
H
 8
H
 9
H
1
0
H
1
1
H
1
2
H
1
3
H
1
4
H
1
5
H
1
6

年

雨

量

（mm）

S34伊勢湾台風（363㎜） H16台風11号（403.1㎜(暫定)）

１２３
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年最高水位年最高水位

相賀地点 年最高水位図
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)

S34伊勢湾台風（16.40m） H16台風11号（11.88m）

S29～ S33及び S35の水位デー タは 、残ってい ない。

１２４

中央防災会議中央防災会議

地震発生後、約１０分で津波の第一波が到達し、
熊野川河口付近では、最大４～５m近い津波が
来襲する可能性がある。

中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」資料より作成

●震度６強以上

●震度６弱
●震度５強

●震度５弱

熊野川河口

5050％程度％程度今後今後3030年以内年以内

2020％程度％程度今後今後2020年以内年以内

1010％程度％程度今後今後1010年以内年以内

発生確率発生確率区区 分分

東南海地震の地震発生確率

東南海地震震源域

南海地震震源域

東海地震震源域

南海・東南海地震での紀伊半島における震度予測と津波の高さ

東南海・南海地震について １２５
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最高津波高最高津波高

熊野川における津波の予測

市田川

相野谷川

熊野川

鮒田水門

市田川水門

モデル：1707年 宝永地震(M8.4)・津波

鵜殿港

（ T.P .+m）

１２６

宝永地震津波対象宝永地震津波対象

鵜 殿 村
紀 宝 町

新 宮 市

鮒田水門 旧熊野大橋 T.P.+4.328m
（満潮位より ＋３．４m）

熊野川 0.0k T.P.+4.835m
（満潮位より ＋３．９m）

JR熊野川橋梁 T.P.+4.463m
（満潮位より ＋３．５m）

最高津波高（各水門は閉鎖したものとする）

市田川水門

熊野川 3.0k T.P.+4.086m
（満潮位より ＋３．１m）

最大津波高（砂州フラッシュ、水門閉鎖、単位：ｍ）

モデル ： 1707年 宝永地震（Ｍ８．４）・津波

１２７


